


























註1 「体操競技のコーチング」 p.67 金子明友大修館書店
註2 「体操競技世界の技術」 p.110 I 講談社
註3 「体操競技のコーチング」 p.68 I 大修館書店
註4 「 I 」 I II I 















第 3区分…第 1タンブリング後から第 2タンブリング前まで
第4区分…第 2タンブリング




なお，音楽伴奏との関係から，第 3区分を a, bに分け，







音楽伴奏（音譜 1)にみられるように， J 註9= 72iu-., (Andante) 註10 4 一拍子の音楽でスター4 
トしている。第 1タンブリング直前の動きの部分であるが，フロアーのコーナーで，ほとんど
体力的に負担のかからない程度の動きにとどめている。 1小節～ 2小節 2拍目までは， トウリ
註7 「音楽美学」 モーザー著 p.68 全音楽譜出版社
註8 但しタンブリングは省く。 （タンブリングの図 2'図4,図6)は省いてある。




























ラー (tr.tr:u (legato) となっており，その部分では動きの方も柔かなイメージの運動が
行われている。 2小節 3拍目で突然するどいアクセント註13 を持ったスタノカート註14 が現わ
れるが，この音で第 1タンブリングに入る前の「きめ」のあるポーズを行っている。
第 2区分
側方倒立回転 ｝ ひねりとび→後方倒立回転とび→後方 2回宙返り
第 1タンブリングの部分であり，最も難度の高い技が行われている。ここでは激しいュニゾ
戸15




















16 17 20 23 
註16 「特にその音を強く」の意味。
女子床運動と音楽伴奏に関する研究 59 




音楽伴奏（楽譜 3のa)にみられるように，J= 100， 土拍子でイタリア民謡「オーソレミ4 
ョ」の美しいメロディーが現われる。この部分は，マンドリ‘)主17 を想わせるような流れる感
じのトレモロとなっている。


















註 17 mandolino 伊…いわゆるリュート属 (liuto＝中世の撥弦楽器）の一種であり，
トレモロ奏法が最も多く用いられる。
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楽譜 3のb






演技は左足から 2歩歩き，次いで左，右，左と 3歩歩いている（図 3のb．屈． 1～瓜 9)。す
/ / //  / 
なわち，： 1』1』,JJ, Jし1のリズムにあわせて歩の運動を行っていることになる。（楽
譜3のb.11小節～14小節までのところで）また， 15小節で見られるようなパノセージの中で，































に向かって連続的に跳躍を行いながら前進している。（図 5の a．JVo:1～;Vo: 21)音楽伴奏は J


















62 63 68 
66 佐々木 久美子
74 75 
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女子床運動と音楽伴奏に関する一研究 67 
楽譜 5のb





はずみのあるものが多く見られている。図 5の b,瓜 3~瓜 5は「ツイストダンス」を想わせ
るような振付がなされている。また，図 5のb,瓜 32～版． 34の運動は，手をたた＜ t臼マイム”
をとり入れたものであると思われるが，この＇しマイム’'はコマネチ選手独自のものであり，観















10 11 12 
ご 三/
15 16 17 18 19 
尺尺こ贔
21 22 23 
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38 
62 63 64 65 66 
楽譜 5の C
70 佐々木 久美子
ここで音楽伴奏は突然， J =92 というかなりゆっくりしたテンポで「ジャンバラヤ」のメ
ロディーを｛拍子 (2ビート）にアレンジしている。 33小節 1拍目， 34小節 1拍目は徐に演
奏している。この 1拍目は，大変明瞭な強いアクセントを持っている。この部分の演技は図 5




次の第 3タンブリングの部分にあたる。）ここは，片膝を使っての 135度のターン（図 5のc.
瓜 7～瓜 17)，腕の波動を伴った歩（図 5の C ．版 27～瓜33，/Vo:55～肱 66)，足を踏変え
ての 180度ターン（図 5の C. 肱 36～船． 42)，腕の波動（図 5のc．船． 44～肱48)，足を




















23 24 25 26 
72 佐々木 久美子
38 
音楽伴奏は， J = 138, -¼拍子の，第 5 区分(b) と同様，ジャズ的な曲想にもどっている。
テンポも第 5区分(b)に同様である。演技は，スピーディーで，はずみのあるものが中心となっ
ており，脚を振上げる運動（図 7'船．4,船．5），腕を片方ずつ横斜め上に伸ばす運動（図 7,












註20 コルタノフスキー著「ゆか運動ソ連体操の技法」 p.1 ベースボールマガジン社



























註22 採点規則女子 1977年版 p.84 
註23 研究部報 32号 1973年 p.54 
74 佐々木 久美子































!]¥し；こ：贔； 「メオp：イレー、ヨ」の □翌 「ノクぷ；IIr；戸内リス(?パクー／ 1 ?贔竺： :—/~ (B) 


























知）…•••23 小節 2 拍目～ 32 小節 1 拍目
B … •••32 小節 2 拍目～ 48 小節 1 拍目
女子床運動と音楽伴奏に関する一研究
A(2)••• … 48 小節 2 拍目～ 52 小節
75 



































註24 「研究部報 32号 1973年」 p.54 



























・採点規則 女子 1977 (財団法人日本体操協会）
・採点規則 女子 1979 国内版 （財団法人日本体操協会）
・研究部報 32号 1973 （財団法人日本体操協会）
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